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有効期間の更新時における旧免許証に関する事務処理上の当面の留意事項につ

いて（通達） 

道路交通法（昭和35年法律第105号）第101条の４の２第１項の規定により、運転免

許証の有効期間の更新は、当該更新を受けようとする者（以下「申請者」という。）

が現に有する運転免許証（以下「旧免許証」という。）と引換えに新たな運転免許証

を交付して行うこととされているところであるが、今般、神奈川県警察の警察署にお

いて、運転免許証の更新時に回収された旧免許証が、交通課から警備課に引き渡され

警察署外に持ち出されたという事案が発生し、現在、神奈川県警察において詳細を調

 査中である。

旧免許証については、個人情報が記載されており、本来、交通部門において責任を

持って適切に処分すべきものであることから、当面の措置として旧免許証の取扱いは

 以下のとおりとするので、事務処理上遺漏のないようにされたい。

記 

１　申請者に対する旧免許証の返却 

 旧免許証は、さん孔処置を施した上で申請者に返却することを原則とする。

 ２　返却できない場合の確実な処分

返却しようとする旧免許証を申請者が受領しない場合等申請者への返却が行えな

い場合は、申請者の面前で細断する、申請手続き中は一時的に保管した上で申請受

付時間終了後に直ちに細断するなど、更新を行った当日中に旧免許証を処分するこ

 と。

なお、運転免許センターにおいてまとめて細断していることなどから申請を受け

る警察署に細断のための機器が用意されておらず、当日中の処分が困難である場合

は、当面、やむを得ない措置として、廃棄されるまでの間、旧免許証を施錠ができ

る場所で保管するとともに、保管している旧免許証の枚数及び送付・処分状況を処

 理簿により確実に管理すること。


